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初期ヘレニズム時代エジプトにおける体育競技会
─  「バシレイア競技会優勝者録」碑文を中心に  ─

波　部　雄一郎

1977 年に公刊された「バシレイア競技会優勝者録」碑文は，紀元前 268 年における
プトレマイオス 2世の誕生日を記念して中部エジプトで開催された体育競技会の記録
である。同碑文には，各種目の年齢部門別に優勝者とその父の名，そしてエスニシティ
が記録されている。つまり優勝者たちは，ヘレニズム時代にエジプトへ入植したギリ
シア・マケドニア系軍事植民者やその子弟たちということになる。
本論文では以上の前提にもとづき，まず「バシレイア競技会優勝者録」碑文のテキ
ストにいくつかの注釈を加えた上で，バシレイア祭をプトレマイオス朝による国家祭
祀のひとつとして，同競技会がプトレマイオス朝の王国支配において果たした役割に
ついて考察する。また，優勝者についてプロソポグラフィカルな分析を行い，エジプ
トに入植した軍事植民者の社会経済的な動向を考察する。なかでも，数多くの優勝者
を輩出したトラキア人入植者に着目し，この碑文が建立された背景を明らかにする。
また，バシレイア競技会の競技種目，各種目の年齢部門の区分について，同時代の
オリュンピア競技会などのギリシア各地の種目と比較・検討し，初期ヘレニズム時代
のエジプトにおける文化的状況を，プトレマイオス朝の文化政策と関連づけながら考
察する。

は　じ　め　に

エジプト中部から出土したとされる碑文は，プトレマイオス 2世の治世第 18 年マケド

ニア暦デュストロス月 12 日（紀元前 267 年 3 月 18 日）に，王の誕生日を祝って開催さ

れたバシレイア祭の体育競技会（以下，バシレイア競技会）の各競技の優勝者を記録し

たものである 1）。碑文には競技会の日付とその主催者に続き，優勝者，その父名

（patronym），そしてその出自が記録されている。同碑文は紀元前 3世紀前半のエジプト

でギリシアの体育競技が行われていたことを示す貴重な証拠であり，ヘレニズム時代の

エジプトにおける「ギリシア化」を示す史料のひとつとして理解されてきた 2）。

同競技会の優勝者たちは，紀元前 3世紀のはじめまでにエジプトに入植した軍事植民
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者（klerouchos）たちや，その子弟であったと考えられる。マケドニア人とギリシア人を

おもな支配層とするプトレマイオス朝は，エジプト支配を円滑に進めるためにギリシア

世界からの入植者を勧誘した。軍事植民者たちは，彼らの出身を示すエトノス（民族）名

や都市名を名前や父名とともに公文書に記載したが，この習慣は彼らの子孫にも受け継

がれ，アイデンティティとして継承された 3）。そのため，バシレイア競技会はエジプトの

ギリシア系入植者にとって，彼らのアイデンティティの場と見なすこともできる。

ただし，古代ギリシアの体育競技については近年多くの論考が発表されているものの，

同碑文については，ケーネンによる校訂の公刊以降，包括的な研究が行われてきたとは

言い難い。その理由は，同碑文がエジプトという新たに「ギリシア化」された地から出

土したために特殊な事例と認識されたためであろう。また，同時代のエジプトからの体

育競技に関する史料が，わずかしか確認できないという事情もあろう。

本稿では，バシレイア競技会優勝者録碑文について，碑文の校訂を見直し，それによっ

て，初期ヘレニズム時代のエジプトにおける体育競技をめぐる状況を解明したい。同時

に，バシレイア競技会がプトレマイオス 2世の誕生日を記念して開催されたという点に

注目し，体育競技会を通したプトレマイオス朝の軍事植民者の統制と地域支配について

も考察を試みたい。

1　バシレイア競技会優勝者リスト

バシエイア競技会優勝者リストは，1963 年にカイロの古物店でたまたま発見され，カ

イロ考古学博物館が購入し，現在は同館に所蔵されている 4）。高さ約 80cm，幅約 70cm，

奥行き 35cmの黒色玄武岩に刻まれた碑文は，下部が損壊しているため 24 行までが判読

可能である（図 1）。そのうち 5行目からは 2列に分かれ，種目名と優勝者，優勝者の父

名と出自が記されている。まずは，最初の校訂者であるケーネンによって復元されたテ

キストを掲載し，前書き部分を試訳する 5）。

【本文】

βασιλεῖ Πτολεμαίωι Σωτήρων Ἡράκλειτος Λεπτίνου Ἀλεξανδρεὺς

ἀγωνοθετήσας καὶ πρῶτος ἆθλα προθεὶς χαλκώματα,

ἔτους ὀκτωκαιδεκάτου Δύστρου δωδεκάτηι γενεθλίοις

4 Βασίλεια τιθέντος Ἀμαδόκου, τὴν ἀναγραφὴν τῶν νικώντων·
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 σαλπικτάς  παῖδας πυγμήν

Θεόδωρος Στράτωνος Θρᾶιξ        Χρύσερμος Ἀμαδόκου Θρᾶιξ

 κήρυκας  πτολεμαϊκούς

8a   Ἡφαιστίων Δημέου Ταραντῖνος        Δημήτριος Ἀρτέμωνος Ναυκρατίτης 8b

 λαμπάδι ἀπὸ πρώτης  ἀγενείους

Πτολεμαῖος Ἀμαδόκου Θρᾶιξ Στράτιππος Μενοίτου Μακεδών

 λαμπάδι  ἄνδρας

Διονύσιος Στεφάνου Ἁλικαρνασσεὺς Βαστακίλας Ἀμαδόκου Θρᾶιξ          

 παῖδας δόλιχον  πτολεμαϊκοὺς παγκράτιον

Αἰνῆσις6）Παταμούσου Θρᾶιξ Ἀμάδοκος Σατόκου Θρᾶιξ

 ἄνδρας  ἀγενείους

図 1　バシレイア競技会優勝者録碑文

出典：  Bernand, A. （1981） Recueil des inscriptions grecque du Fayoum, t.3, 
Caire, 1981, pl.42.
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16a  Πτολεμαῖος Βουβάρου Μακεδών Στράτιππος Μενοίτου Μακεδών 16b

 παῖδας στάδιον  ἄνδρας

Πτολεμαῖος Ἀμαδόκου Θρᾶιξ Πτολεμαῖος Ἁδύμου Μακεδών

 πτολεμαϊκούς  ὁπλίτην

20a  Κινέας Ἀλκέτου Θεσσαλός Μνησίμαχος Ἀμεινοκλέους Βοιώτιος 20b

 ἀγενείους  ἵππωι λαμπρῶι

Κινέας Ἀλκέτου Θεσσαλός Πτολεμαῖος Ἀμαδόκου Θρᾶιξ

 ἄνδρας  ἀβόλωι στάδιον

24a  [......] Παρμενίωνος Μακεδών Λυκομήδης Κτησικλέους Σάμιος 24b

 [παῖδας δί]αυλον  τελείωι

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―　 Α. [..........]....[― ― ―]

 　　　　　　　　　　　　　　    ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【試訳】

「プトレマイオス王，ソーテール（救済）神の息子に。アレクサンドレイア市民レプ

ティネースの息子ヘーラクレイトスが，競技会のアゴーノテテースをつとめ，青銅の

皿を 1位のものに賞品として提供した。

（プトレマイオス 2世の治世第）18 年（紀元前 267 年），デュストロス月 12 日のゲネ

トリアに，アマドコスがバシレイア祭を開催し，（各種目の）優勝者の記録を（建立し

た）。」

この後 6行目以降には，バシレイア競技会の開催種目と年齢部門ごとに，優勝者 21 名

が父親の名（patronym）と，その祖先または彼ら自身の出身都市やエスニシティととも

に記されている。

碑文の冒頭部分で奉献の対象である王は，ソーテール（救済）神，つまり神格化され

たプトレマイオス 1世の息子と記載されていることから，プトレマイオス 2世と考えて

問題はない。それによって碑文の建立年代も容易に解明できる。碑文には治世第 18 年と

あり，プトレマイオス 2世の治世 18 年は紀元前 267 年に相当することから，バシレイア

祭がこの年に開催され，その競技会の結果を受けて建立されたことになる。

碑文の前書き部分はわずかな記述であるが，そこから得られたバシレイア祭について

の情報をまとめておきたい。開催年代とともに記された開催の日付は，デュストロス月
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12 日であった。デュストロス月はプトレマイオス朝時代に使用されていたマケドニア暦

の月名であり，その 12 日は現在の暦では 3月 8日に相当する 7）。この日付の後に続くゲ

ネトリアは「生誕日」を意味するが，与格（γενεθλίοις）で記されている。校訂者である

ケーネンが解釈するように，バシレイア祭はプトレマイオス 2世の誕生日（ゲネトリア）

に開催された祝祭として理解されるべきである 8）。

以上のように内容は明快であるため，先行研究においても解釈をめぐる相違はそれほ

どみられない。しかし，碑文のもともとの建立地と，碑文 4行目の解釈については現在

も一致を見ていない。

まず，優勝者録碑文の建立地について，ケーネンはファイユーム地方を候補として挙

げている 9）。これについてはロベール夫妻やビンゲンをはじめとする研究者たちも同意

し，バシレイア競技会をギリシア系の入植者がファイユーム地方のどこかで開催した競

技会と見なしている 10）。一方，フレイザーは石碑の材質に注目し，ファイユームではな

くメンフィスなど中部エジプトを建立場所としている。彼によると，優勝者録の石材と

して黒色玄武岩が用いられているが，このような傾向は中部エジプトに限定されるとい

う 11）。だが，フレイザーの主張は興味深いものの，材質の調達場所と建立場所が異なる

可能性も考えられる。碑文の建立地についての情報がこれ以上得られないため，その特

定は不可能であり，ここではケーネンらの指摘する通り，バシレイア競技会の優勝者録

碑文の建立地はギリシア人入植者の多いファイユーム地方と考えるべきであろう。

次に，碑文4行目の解釈について，ケーネンはΒασίλεια τιθέντος Ἀμαδόκου, τὴν ἀναγραφὴν 

τῶν νικώντωνと最初の 3語をひとくくりの文節ととらえた。そして前半部分を「アマドコ

スがバシレイアを開催した」と解釈し，後半部分の τὴν ἀναγραφὴν τῶν νικώντων「優勝者

の記録を」について，「建立する」に該当する動詞は省略されたとするものの，行為の主

体者を同じくアマドコスとした。従って，彼の解釈によると，バシレイア競技会の開催

者と優勝者録の建立者はアマドコスということになる 12）。これに対しエベールは，コン

マをΒασίλειαと τιθέντος間に置く解釈を提示し，Βασίλεια, τιθέντος Ἀμαδόκου τὴν ἀναγραφὴν 

τῶν νικώντωνという解釈を提示した 13）。エベールの解釈では，「主催する，開催する」を

意味する τιθέντοςの主語がアマドコスであることに変わりはないが，その目的語は τὴν 

ἀναγραφὴν τῶν νικώντων「優勝者たちの記録」となる。その上で，彼はバシレイア祭競技

会の開催者をアレクサンドレイア市民レプティネースの子ヘーラクレイトス，アマドコ

スを優勝者録の建立者と解釈したのである。

古代ギリシアにおいて，通常体育競技会の運営にあたったのはアゴーノテテースとい
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う公職者である。アゴーノテテース職は，紀元前 4世紀以降ギリシアの諸都市で設置さ

れたことが確認されるが，おもな役割は都市の体育競技会を開催，運営することであっ

た 14）。バシレイア祭優勝者録においても，ヘーラクレイトスがアゴーノテテースを務め

たと記録されていることから，賞品の提供だけでなく競技会の一切を取り仕切ったと理

解するのが妥当である。ところがケーネンの判読に従うと，アマドコスもバシレイアの

開催者となる。だがアマドコスが共同の開催者であるならば，碑文冒頭にヘーラクレイ

トスと併記されるべきである。競技会の主催者と優勝者録碑文の建立者が別の人物で，後

者が碑文文末に記録される事例は，紀元前 4世紀末以降ギリシアの各地で確認すること

ができる 15）。それ故，アゴーノテテースであるヘーラクレイトスを競技会の主催者とし，

アマドコスを優勝者録碑文の建立者とするエベールの解釈は十分に説得力を持つように

思われる。

しかし，エベールの読みに従うことにより，バシレイア競技会の優勝者録碑文につい

て新たな問題が生じる。競技会の優勝者録碑文の建立は本来アゴーノテテースである

ヘーラクレイトスの任務であるが，なぜアマドコスなる人物が，おそらくファイユーム

地方に優勝者録碑文を建立したのか。アマドコスにとって，バシレイア競技会の優勝者

の記録を残すことが重要だったのだろう。そこで次章では，体育競技会が開催されたバ

シレイア祭について考察する。

2　プトレマイオス朝とバシレイア祭

プトレマイオス 2世の誕生日を祝うバシレイア祭についてはさまざまな史料から確認

できるが，年代が確定できるもののうち最古のものは，紀元前 250 年頃に布告されたア

レクサンドレイアの市法である。その中で免税特権を付与された人びとのなかに，「アレ

クサンドロスの祭典とプトレマイエイア祭，バシレイア祭の競技会で優勝した人びと」が

含まれている 16）。バシレイア競技会の優勝者たちが免税特権を付与されたという記述は，

この祭典で競技会が開催されていたことの証左ともなる。アレクサンドレイアのバシレ

イア祭はエジプトから出土した史料だけではなく，アテナイから出土した紀元前 3世紀

末頃の体育競技者ニコクレースの優勝記録一覧碑文にも言及される。同碑文には，ニコ

クレースが優勝したギリシア各地の競技会が記録されているが，デルフォイのピュティ

ア競技会やイストミア競技会，パンアテナイア競技会などの全ギリシア的に名声を認め

られた競技会とともに，アレクサンドレイアのバシレイア祭も含まれている 17）。つまり，
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バシレイア競技会は，ギリシアの各地からの参加者も含む，全ギリシア的な競技会とし

ても認識されていたのである。

しかし，前章で述べたように，バシレイア祭の競技会はファイユームで開催されたと

考えられてきたため，その開催地をめぐって矛盾が生じることになる。そのため，中部

エジプトのバシレイア競技会は，アレクサンドレイアで開催されたバシレイア競技会の

「地方版」として開催されたと理解されてきた 18）。紀元前 267 年の優勝者録に記載された

バシレイア競技会が，王宮の存在するアレクサンドレイアで開催されたギリシア世界に

名声を及ぼした競技会か，または先行研究が指摘するようにファイユームで行われた地

域的な祝賀行事の一環であるかを明確にすることは困難である。ただし，優勝者たちが

エジプトへの入植者ばかりであることから，本稿では先行研究に従い，紀元前 267 年の

バシレイア競技会を，ファイユームのギリシア系入植者たちがプトレマイオス 2世の誕

生日を祝って開催した競技会と理解する。

バシレイア祭自体の起源ははっきりしていない。しかし，ヘレニズム時代以前から，ギ

リシアの各地で同名の祭典が行われていたことが出土碑文から確認できる。なかでもボ

イオーティア地方でゼウス・バシレウスに捧げられた祭祀がよく知られている。これは

紀元前371年のレウクトラの戦勝を記念してテーバイを中心に創設された祭典であり，実

際に祭儀のひとつとして体育競技会が行われていた 19）。ただし，紀元前 3世紀前半のプ

トレマイオス朝とボイオーティアの諸都市の関係は特に密接なものではなく，同王朝が

わざわざボイオーティアの祭祀をエジプトに導入したと考えるべきではない。また，優

勝者の一覧においてもボイオーティア人はわずか 1名しか確認できず，ボイオーティア

からの入植者による創設の関与も推測しにくい。

プトレマイオス朝諸王の誕生日と即位記念日の儀礼を，アレクサンドロス大王のエジ

プト征服にさかのぼる見解も存在する。アッリアノスによると，アレクサンドロスは紀

元前 332 年にメンフィスにおいて，ゼウスへの犠牲式とともに体育と音楽の競技会を催

した 20）。この時のアレクサンドロスの競技会挙行について，アッリアノスはその理由を

伝えていないが，伝カッリステネス『アレクサンドロス大王伝』によるとアレクサンド

ロスはメンフィスで王朝時代からの伝統に則って即位儀式を挙行したという 21）。ケーネ

ンらは，その記述をもとに，バシレイア祭の起源をアレクサンドロス大王がエジプト滞

在中に，ゼウスに対する供犠として，またファラオとしての即位を記念して開催した競

技会にさかのぼり，その後継者となったプトレマイオス 1世にも受け継がれたとする 22）。

アッリアノスの記述がわずかであることや，カッリステネスの記述については信憑性に
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疑問もあるため，即位儀礼とギリシアの競技会を結びつけてバシレイア祭の起源と断定

することはできない。ただし，メンフィスにおいて王朝時代の即位式が挙げられていた

ことや，ギリシア系の入植者が競技会を開催していたことから，この近隣地域でプトレ

マイオス朝の王朝祭祀が行われていたことは十分に推測できよう。

プトレマイオス朝時代のエジプトから出土した他の史料にバシレイア祭が言及されて

いる事例はわずかながらも存在する。それは，紀元前 248 年にゼノーンからクリノーン

という部下にあてた書簡である 23）。そこではバシレイア祭で催される饗宴に使用するた

めに，ゼノーンが食材の調達を命じている。ゼノーンはプトレマイオス 2世時代の宰相

アポッローニオスの家宰であったことで知られている人物であるが，彼のような人物が

バシレイア祭の準備に携わっていたことは，プトレマイオス朝の高官がこの祭典を重視

していたことを示唆する。　

また，バシレイア祭でも饗宴が行われていたことは示唆に富む記述である。プトレマ

イオス朝に関する祝祭で競技会と饗宴を含んでいたことが確認される祭典には，プトレ

マイオス 2世が両親をソーテーレス神として神格化し 4年に一度挙行した王朝祭祀であ

るプトレマイエイア祭がある。プトレマイエイア祭は，オリュンピア競技会と同じ構成

と国際的な名声を付与されたプトレマイオス朝による王朝祭祀である 24）。バシレイア祭

もプトレマイオス 2世の生誕日の記念行事として開催されたことから，王朝祭祀として

創設された祝祭のひとつと見なされるべきである。そうすると，バシレイア祭の体育競

技会の優勝者に免税特権を付与した王朝の政策の意図も理解できよう。

以上，わずかな史料を考察した結果，バシレイア祭はプトレマイオス 2世の誕生日を

祝う王朝祭祀であり，その儀式の一環として体育競技会が開催されていた。バシレイア

祭の創設年代を明らかにすることはできないが，おそらくプトレマイオス朝初期には，当

初は王の即位に関する儀式として行われ，後に王の誕生日を祝賀するようになったと思

われる。同祭典は王宮のあるアレクサンドレイアで幅広くギリシア各地からの参加者を

招いて挙行されただけではなく，同時にエジプトの各地でもギリシア系入植者を中心に

祝われていた。おそらく紀元前 267 年の優勝者録碑文は，ファイユームにおけるバシレ

イア競技会の記録である。この競技会における優勝者とともにその主催者を記録するこ

とは，王への忠誠を示すことになったと思われる。では，体育競技会に参加し，王への

忠誠を示そうとしたのはどのような人びとだったのだろうか。また，碑文を建立したア

マドコスはどのような人物だったのか。
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3　競技会の優勝者たち

先行研究によると紀元前 267 年のバシレイア優勝者リストに掲載された人びとは，ほ

とんどが軍事植民者としてエジプトにやってきた人びとであった。優勝者やその父祖の

出自も多様であり，トラキア，マケドニア，ギリシアのテッサリア地方やボイオーティ

ア地方，エーゲ海島嶼部，小アジア，そしてエジプトと地中海全域に広がっている。

バシレイア祭競技会の優勝者とその父親については，ケーネンも簡単な考察を行ない，

彼らがプトレマイオス朝の高位公職者や大土地所有者など社会的に高い地位を占める層

であると指摘している 25）。彼の所説については，先行研究も同意するところであるが，十

分に論拠を提示しているとは思われず，さらに考察の余地も残されているように思われ

る。本章ではケーネンの指摘したふたつの点について，再度優勝者の出自を検討し，初

期プトレマイオス朝治下のエジプトにおけるバシレイア競技会の意義についてあらため

て考察したい。

3.1　バシレイア祭競技会における優勝者

ここでは 4人のマケドニア人，6人のトラキア人，ボイオーティア，テッサリア，サモ

ス，ハリカルナッソス，タレントゥムの出身者がそれぞれ 1名ずつ勝者として掲載され

ている。優勝者とその父親のほとんどについては，他の出土史料において確認すること

はできず，その社会的地位について知ることはできない。ここでは 2人の人物について

考察する。

1人は，スタディオン走の優勝者，テッサリア人アルケタスの息子キネアースである

（優勝録碑文 20 行 a，22 行 a）。この人物は，紀元前 263/2 年のアレクサンドロス大王と

テオイ・アデルフォイの神官を務めた，アルケタスの息子キネアースと同定されてい

る 26）。アレクサンドロス大王はプトレマイオス 1世によって紀元前 290 年頃，王国内の

各神殿に合祀され祭儀が制度化されたが，それを統括するためにアレクサンドレイアで

神官職が創設され王朝高官やその子弟が 1年ごとに神官を務めた。その後紀元前 270 年

までに，プトレマイオス 2世は自身と彼の妃アルシノエー 2世を神格化してテオイ・ア

デルフォイ（姉弟神）を創設し，アレクサンドロス神に合祀した。その際に，アレクサ

ンドロスの神官と兼職する形で，テオイ・アデルフォイの神官職が創設された 27）。キネ

アースは紀元前 267 年のバシレイア競技会でプトレマイコイの部門で優勝している。同

競技会の年齢部門については次章で考察するが，紀元前 263/2 年に神官職に就任した時は
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19～ 22歳になっていたはずである。彼が若くして王朝祭祀神官のような公職に登りつめ

ることができたのは，彼の父であるアルケタスが王朝の高官であったか，または大土地

所有のクレルーコスであったためであろう。

バシレイア祭の優勝者の中で他史料にあらわれるもう一人の人物は，若駒競争で優勝

した，サモス人クテーシクレースの子リュコメーデースである（優勝録碑文 24 行 b）。紀

元前 3世紀中ごろのものとされる，エジプト南部の都市プトレマイスにおいて行われた

顕彰決議は，クテーシクレースの子［・・］コメーデースに対して行われたものである 28）。

決議の理由は明確ではないが，被顕彰者のプトレマイス市に対する貢献によるものであ

る。被顕彰者が［リュ］コメーデースと復元され，先行研究が指摘するように決議の年

代が紀元前 245 年ごろならば，両者は同一人物である可能性が高い。というのも，バシ

レイア競技会の若駒競争には年齢区分はないが，他の競技参加者の年齢から考えると

リュコメーデースは紀元前 267 年当時 10 代から 20 代前半と推測できるからである。

しかし，プトレマイスにおける［リュ］コメーデースは，バシレイア祭優勝者録のリュ

コメーデースと父名は一致するものの，プトレマイスの市民であり，サモス人という出

自は記載されていない。プトレマイス市から出土した顕彰決議はそれほど多く事例が確

認できないが，被顕彰者の多くはプトレマイス市の市民である。例えば，紀元前 278/7 年

にプトレマイス市の評議会員たちは民会から顕彰されているが，彼らには父名が記され

ているのみでその出自についての記載はなく，プトレマイス市の組織であるデーモスが

記されている 29）。同様に，紀元前 276/5 年にプトレマイスの民会によって顕彰決議の対象

とされたプトレマイオスの子リュシマコスは，同市のソストラトス・デーモスに属する

と明記されている 30）。

このように，バシレイア祭競技会碑文にあらわれるリュコメーデースと，プトレマイ

ス市の被顕彰者である［リュ］コメーデースが，同一人物であるとは必ずしも断定でき

ない。しかし，プトレマイス市は，プトレマイオス 1世のエジプト支配後に建設された

都市である。おそらく紀元前 3世紀のこの時期においても，都市としては発展段階にあ

り，新たな市民を迎え入れる余地があった 31）。それ故，リュコメーデースはサモスから

の入植者の子孫として，バシレイア祭の競技会に参加し優勝した後，プトレマイスに居

住したか，または同市の市民権を得た可能性も考えられる。

以上，わずかな事例ながらもバシレイア祭の入植者について，他の史料から特定でき

そうな 2例を検討した。その結果，彼らが後にプトレマイオス朝の高位公職者や，地域

社会に影響を及ぼしうる存在となったことが確認できた。このことから，バシレイア祭
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の競技会に参加し優勝した人びとの中には，入植者の中でも有力な家系に属していたも

のがいたと指摘できる。

3.2　バシレイア祭競技会におけるトラキア人

優勝者たちの出自を概観するとトラキア人が 8種目で 6人が優勝し，最多を占めてい

る。なかでも注目すべきは，松明競争とスタディオン走パイデスの部，馬術調練の優勝

者，トラキア人アマドコスの子プトレマイオスであるが（優勝者録 10 行 a，18 行 a，22

行 b），これらは同一人物の可能性が高い。

トラキア人は紀元前 5世紀以降，アテナイやスパルタとの交流やエーゲ海北部へのギ

リシア人の入植を通してギリシア化が進んだとされている 32）。紀元前 4世紀後半にはマ

ケドニアがトラキアに進出し，アレクサンドロスの遠征軍にも多くの将兵が参加してい

たことが確認できる 33）。その後も後継者戦争期には傭兵として従軍し，ヘレニズム時代

に各地に入植した 34）。

ヘレニズム時代になると，多くのトラキア人がエジプトに入植した。これについては

プトレマイオス 3世が第 3次シリア戦争の戦果によりトラキアのエーゲ海沿岸部が王国

の領域に組み込まれ，その結果トラキア人のエジプトへの入植がすすんだためと理解さ

れてきた 35）。しかし，バグナルやステファノスのエジプト入植者の出自にかんする統計

的研究によると，トラキア人のエジプトへの入植はアレクサンドロス大王のエジプト占

領にはじまり，以後プトレマイオス朝のエジプト支配が確立した後は傭兵として編入し

たトラキア人がエジプトへ入植するようになったという 36）。エジプト中部のバシレイア

祭競技会で優勝したトラキア人たちも，初期プトレマイオス朝時代に入植したトラキア

人の子弟である。トラキア人の多くは，エジプト中部，ファイユーム地方のアルシノエー

県への入植が最も多く確認され，ついでヘラクレオポリス県，オクシュリンコス県が多

い 37）。付言すると，このことは碑文の出土地がファイユーム地方である可能性が高いと

いう指摘と一致するものである。

競技会の記録碑文を建立したアマドコスは，松明競争とスタディオン走のパイデスの

部，馬術調練で優勝したプトレマイオス，ボクシングのパイデスの部で優勝したクリュ

セルモス（優勝者録 6行 b），ボクシングのアンドラスの部で優勝したバスタキラス（優

勝者録 12 行 b）という 3人のトラキア人の父と同名である。ヘレニズム時代を通し，ア

マドコスという人名はほとんど確認されないため 38），優勝者録にあらわれるアマドコス

はすべて同一人物であると考えられる。それに加えて，パンクラティオンのプトレマイ
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コイの部で勝利したトラキア人サトコスの子アマドコス（優勝者録 14 行 b）も，優勝者

録の建立者アマドコスの一族である可能性が高い。つまり紀元前 267 年のバシレイア競

技会では，アマドコスとその一族が中心的な役割を果たしたということになる。

ケーネンは競技会のアゴーノテテースをつとめたアレクサンドレイア市民ヘーラクレ

イトスもアマドコス一族と推定し，一族の家系を紀元前 2世紀まで再構成しようと試み

ている。それによると，紀元前 243 年ごろのパピルス文書にあらわれる，王朝の高官で

あり，ファイユーム南部に広大な土地を所有していたヘーラクレイトスの子クリュセル

モスなる人物はアマドコスの孫になるという。さらにそのクリュセルモスの子である

ヘーラクレイトスを，別の史料から確認できる紀元前 3世紀末頃のプトレマイオス朝宮

廷の有力者であるとし，さらにその子のクリュセルモスについて，紀元前 2世紀初めに

デロスにおいてプロクセノスの特権を付与された人物と同定しているのである。その上

でケーネンはヘーラクレイトスの出自をトラキア系とし，すでにこの時期にはアレクサ

ンドレイアの市民権を獲得していたと推測している 39）。ケーネンによるヘーラクレイト

スの子孫の再構成は，それぞれの世代間の差が適切で，それなりに説得力を持つが，本

人も不確実性を認めているように，同名の人物が同時期のエジプトに存在していた可能

性を考慮すると，完全に受け入れられるとは言い難い 40）。

しかしながら，アマドコスの一族から優勝者を多く輩出したことは，彼らがこの地に

おいて富裕層に属していた可能性を導き出す。前節で検討したように，バシレイア競技

会に参加した者たちの中には，大土地所有者や後に王朝の高官となった人物も含まれて

いたためである。エジプトに入植したトラキア人は，マケドニア人やギリシア系の入植

者に比べ割り当てられた土地も平均 40 ～ 80 アルーラと少なかった 41）。それに対し，一

族の子弟をバシレイア競技会に出場させたアマドコスは，比較的大土地を所有していた

と考えられる。先行研究は，バシレイア祭の優勝者碑文をトラキア人のギリシア化を示

す史料として強調するが 42），ヘレニズム期のエジプトにおけるトラキア人の比較的低い

社会的地位を考えると，ギリシア系の入植者と競い，数多くの種目で優勝を手にした息

子たちはアマドコスにとって誇らしい存在であったに違いない。それを記録するために，

彼は優勝者の一覧碑文を建立したのである。

アマドコスの一族に限らず，バシレイア祭のような王朝が特別視した競技会で優勝す

ることは，優勝者によって非常に重要なことであった。それは，彼らが免税特権を与え

られていたことからも明らかである。換言すると，プトレマイオス王朝が体育競技会の

優勝者を重視していたということになる。なぜプトレマイオス朝が彼らを重視したのか。
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その問題を考えるために，次章ではバシレイア競技会の競技種目と，それぞれの種目に

設けられた年齢区分について考察してみたい。

4　バシレイア祭競技会の年齢区分と種目

バシレイア競技会優勝者録碑文では，競技種目として 13 種目が開催され，うち 5種目

についてはそれぞれ年齢による区分が設けられていた。碑文の 26行目以降が欠損してい

るため，他にも競技種目が開催されていた可能性がある。これらの競技のほとんどが，ギ

リシア本土におけるオリュンピア祭や，デルフォイのピュティア祭，中部ギリシアにお

けるイストミア，ネメアの競技会などの，全ギリシア的な競技会において同時期に開催

されていた種目と同じものである 43）。

では，ギリシア系入植者やプトレマイオス王朝は，ギリシアの伝統として定着してい

た競技会を，ただ彼らの文化的な習慣との理由だけでエジプトに導入したのであろうか。

おそらく体育競技が王朝にとって有益なものであると認識されていたに違いない。そこ

で本章では，バシレイア競技会優勝録の競技種目や年代区分について考察し，これらが

設けられた目的を明らかにしたい。

4.1　バシレイア競技会の開催種目

バシレイア祭の競技会では，体育競技と馬術競技が開催されていたと指摘したが，そ

れ以外にも 2種目が行われ，優勝者が記載されている。それは σαλπικτάς「トランペット」

と κήρυκας「伝令」である。

σαλπικτάς「トランペット」は優勝者録冒頭に記載され，トラキア人ストラトーンの息

子テオドーロスが優勝し（優勝者録 6行 a），次いで記録される κήρυκας「伝令」では，タ

ラスのデーメアースの息子ヘーファイスティオーン（優勝者録 8行 a）が優勝している。

これら 2種目はオリュンピア競技会において，紀元前 396 年にはじめて種目が設置さ

れ 44），その後，ギリシア各地の体育競技会でも競技が行われるようになった 45）。κήρυκας

「伝令」については，ヘレニズム時代に各地で創設された競技会で，声の太さと大きさ，

明朗さが競われた 46）。このような伝令の特徴は，戦場において重視されてきたため，そ

の競技は軍事的な意義を有していたと考えられる。バシレイア競技会優勝者録碑文でも，

σαλπικτάς「トランペット」と κήρυκας「伝令」がリストの最初に挙げられているが，これ

は全ギリシア的な体育競技会の優勝者を記録した碑文において一般的な傾向といえる。
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というのも彼らは祭典の最後において，体育競技の優勝者の読み上げを行うという役割

を割り当てられていたためである。

この 2種目以下は体育競技の種目の優勝者が挙げられており，松明競争，ドリコス走，

スタディオン走，ディアウロス走の短・中距離走と，ボクシング，パンクラティオンな

どの格闘技種目，武装競争が開催されていた。これらのなかで松明競争については若干

の説明が必要となる。というのも，松明競争は，λαμπάδι ἀπὸ πρώτης（優勝者録 9行 a）と

それに続く λαμπάδι（優勝者録 11 行 a，主格形は λαμπάs）の 2種目でそれぞれ優勝者が

記録され，前者はトラキア人アマドコスの子プトレマイオス（優勝者録 10 行 a），後者は

ハリカルナッソスのステファノスの子ディオニュシオスが優勝者となっている（優勝者

録 12 行 a）。λαμπάs「松明競争」は，ギリシアの各地で紀元前 4世紀から競技会の種目と

して開催されてきたことが確認される。しかし，11 行目の λαμπάδιを松明競争とすると，

9行目の λαμπάδι ἀπὸ πρώτηςと λαμπάδι の相違が問題となる。

これら 2種目の解釈については，ロドスのエレティミア競技会優勝者録碑文が手掛か

りとなろう。エレティミア競技会ではバシレイア祭と同様に λαμπάδι ἀπὸ πρώτηςと

λαμπάδιの 2種目が開催され，それぞれの勝者が記録されている。エレティミア祭優勝者

録碑文の校訂者であるコントリーニは，λαμπάδι ἀπὸ πρώτηςをリレーの第 1走者，λαμπάδι

を最終走者と解釈している 47）。ケーネンはコントリーニの解釈をそのまま受け入れ，バ

シレイア祭の競技会でもリレーによる松明競争が行われ，第 1走者と最終走者が記録さ

れたとする 48）。バシレイア祭の優勝者録碑文にコメントを加えたロベールも，ケドレア

イとサモスから出土した競技会の優勝者録碑文を引用しながらこれに同調した 49）。これ

に対しゴーティエは，コスから出土した紀元前 2世紀の松明競争に関する規定を記録し

た碑文を校訂し，まったく異なった見解を提示した。それによると，λαμπάδι ἀπὸ πρώτης

は個人による松明競争，λαμπάδιはチームによるリレー競走となる 50）。コントリーニらの

推論が競技の詳細について一切記録されない競技会の優勝者記録碑文から導き出された

のに対して，ゴーティエはコス島における松明競争の規則を十分吟味していることから

説得力を持つ。それ故ここではゴーティエの解釈に従い，バシレイア競技会の λαμπάδι ἀπὸ 

πρώτηςの優勝者プトレマイオスを松明競争の勝者，λαμπάδιの優勝者として記録されたス

テファノスの子ディオニュシオスを優勝したチームの代表者と解釈したい。

松明競争は，ギリシアの諸都市において，体育訓練機関であるギュムナシオンで青少

年が忍耐力を試すために開催された 51）。諸都市は松明競争の開催の準備や優勝者への賞

の提供を行うランパダルコスという官職を設け，この種目を推奨し青少年の鍛錬を図っ
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た。しかし，松明競争が各地で一般化するようになるのは紀元前 2世紀後半になってか

らであり，エジプトにおいてもこの時期になってランパダルコスが設けられたことが確

認できる 52）。

体育競技の優勝者の後には，ἵππωι λαμπρῶι「馬術調練」の種目が挙げられ，トラキア人

アマドコスの子プトレマイオスが優勝者として記録される（優勝者録 22 行 b）。この種目

は，騎乗と馬術の華美を競うものであり 53），アテナイの体育競技会のひとつであるテー

セイア祭において，紀元前 2世紀半ばごろから開催されている 54）。馬術種目については，

他に若駒競争と成馬競争が開催され，若駒競争ではサモス出身のクテーシクレースの子

リュコメーデースが優勝したことが記録されているが（優勝者録 24 行 b），成馬競争の優

勝者は欠損により確認できない。

4.2　バシレイア祭競技会における年齢区分

バシレイア競技会では，ドリコス走にパイデスの部とアンドラスの部の 2部門，スタ

ディオン走とボクシングにパイデスの部とプトレマイコイの部，アゲネイオイの部，ア

ンドラスの部の 4部門，パンクラティオンにプトレマイコイの部とアゲネイオイの部，ア

ンドラスの部の 3部門と，それぞれ年齢部門が設けられていた。バシレイア競技会で設

けられていた年齢別の部門は，パイデス，プトレマイコイ，アゲネイオイ，アンドラス

の 4部門ということになる。

このうち，パイデス，アゲネイオイ，アンドラスについては，イストミア競技会，ネ

メア競技会，パンアテナイア競技会など，紀元前 4世紀までにギリシア各地の競技会で

も設けられていたことが確認されている 55）。一般的に，パイデスは14歳以下の年少の部，

アゲネイオイは15歳～ 20歳の青少年の部，アンドラスは21歳以上の成人の部である 56）。

問題となるのは，スタディオン走，ボクシング，パンクラティオンの 3種目で設けら

れていたプトレマイコイの部門である。優勝者録碑文において，プトレマイコイの部は

パイデスの部とアゲネイオイの部の間に記載されており，この両部門を再編する形で設

けられた年齢区分と推測できる。プトレマイコイの部のような独自の年齢区分は，ヘレ

ニズム時代に開催された体育競技会においていくつか確認できる。例えば，コス島の大

アスクレピエイア祭では，全ギリシア的な体育競技会であるデルフォイのピュティア競

技会やイストミア競技会にならい，自都市の競技会に全ギリシア的な名声を付与すべく，

パイス・ピュティコス（παῖς Πυθικός）とパイス・イストミコス（παῖς Ἰσθμικός）という区

分が設けられ，前者は 12 歳から 14 歳，後者は 14 歳から 17 歳に区分される 57）。これを
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受けてケーネンは，プトレマイコイの部を 14 歳から 17 歳の少年たちのために設けられ

た競技部門とし，以降この見解は他の研究者にも受け入れられている 58）。

バシレイア競技会の年齢部門の区分を解明することにより，松明競争と馬術調練がど

の年齢層に開放された競技であったかも明らかになる。前章で考察したトラキア人アマ

ドコスの子プトレマイオスは，この両競技（優勝者録 10 行 a, 22 行 b）に加え，スタディ

オン走の少年の部の優勝者（優勝者録 18 行 a）としても記録されている。少年の部は 12

歳から 14 歳までの年齢部門であるから，松明競争と馬術調練は少年たちのための競技種

目として行われたことになる。

プトレマイコイについては，その名称からプトレマイオス王家にちなんで付けられた

と推測できる。ギリシア世界において，競技会が少年の競技部門に王や支配者の名前を

付した事例は，さまざまな他の地域や時代から確認できる。例えば，元首政期にイタリ

アのネアポリスで開催されたセバスタ・ローマイア祭の競技会では，「クラウディウス帝

のパイデス」という 14 歳から 17 歳までの年齢区分が設けられているが，これは時の皇

帝クラウディウスをたたえるために設けられたものとされている 59）。また，トラヤヌス

帝時代のスパルタのギュムナシオンでは，「アゲシラオスのパイデスたち」（παῖς κρίσεως 

τῆς Ἀγησιλάου）という年齢部門が設けられていた。アゲシラオスについて詳細は不明で

あるが，ギュムナシオンの長官（Gymnasiarchos）を歴任した人物であろう 60）。また，

体育競技の年代区分とは異なるが，紀元前260年頃のシチリア島の都市ネアイトンのギュ

ムナシオンには，「ヒエロンの若者たち」という若者たちのグループが存在した 61）。ヒエ

ロンは当時のシチリアの僭主であるが，特定の年齢の青年団に君主の名前を付けたこと

は，君主によるギュムナシオンへの介入や，青年の体育訓練への関心があったことを示

唆するものである。

エジプトにおけるプトレマイコイの事例も，バシレイア祭が君主礼拝のひとつとして

開催されたことを考慮すると，王家をたたえるために青少年の年齢区分に王名が付され

たと考えるのは不自然ではない。では，プトレマイオス王朝にとって，プトレマイコイ

の少年たちの存在は，どのように位置づけることができるだろうか。

ここでプトレマイオス 2世の妃，アルシノエー 2世のための儀礼を参照したい。アル

シノエー 2世は，兄弟でもあるプトレマイオス 2世とともにテオイ・アデルフォイ（姉

弟神）として神格化され，王国内で儀礼が制度化されていたが，死後アルシノエー・フィ

ラデルフォス（姉弟愛神）として単独で神格化された。紀元前 3世紀の史家サテュロス

は『アレクサンドレイアのデーモスについて』において，アルシノエー・フィラデルフォ
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スの祭典行列について記述しているが，そのなかに，ギュムナシアルコスとエフェーボ

イが参列していたことを伝えている 62）。エフェーボイとは，成人とみなされる直前の 18

歳の男子が 1年間ギュムナシオンで奉仕する制度であり，ヘレニズム時代のギリシア世

界で採用されていた制度であった 63）。ヘレニズム時代における都市などの儀礼へのエ

フェーボイの事例の参加は，小アジアなどからも確認される 64）。　

バシレイア競技会は，このような儀式への参列を期待された青少年の育成の成果を披

露する機会であったと考えられる。再びトラキア人アマドコスの子プトレマイオスの事

例に立ち返るが，彼が勝利を収めた馬術調練は，儀式における騎馬の閲兵式のための訓

練の一種と理解されてきた 65）。紀元前 251 年の日付があるギリシア語パピルスは，騎兵

の指揮官であるパニアースという人物から，エジプト中部のアルシノエー県の行政官ア

ンティパトロスに対し，王の閲兵式に若い騎兵たちが参加するよう要請した書簡であ

る 66）。紀元前 3世紀の史家であるロドスのカッリクセイノスは，プトレマイエイア祭の

祭典行列の中に膨大な数の騎兵のパレードが含まれていたと伝えている 67）。トラキア系

軍事植民者の子プトレマイオスらも，王が主催した儀式や，王朝祭祀への参加のために

馬術調練を行っていたものと考えられる。バシレイア競技会のプトレマイコイの青年た

ちは，祭祀においても祭典行列や儀式への参加など重要な役割を果たしていた少年たち

であった。彼らは体育競技の訓練成果を競い合うとともに，プトレマイオス王朝の神格

の儀礼においても，重要な役割を果たすべく期待されていたと考えられる。 

5　紀元前 3世紀前半のエジプトにおける体育競技

第 3章で考察したように，紀元前 267 年のバシレイア祭体育競技会の優勝者たちは，お

そらくファイユーム地方に入植した比較的富裕な軍事植民者の子弟であった。次に，エ

ジプトにおける軍事植民者たちにとって，体育競技や体育訓練が有した意義について考

察する。

ギリシア諸都市において，市民の体育訓練や軍事訓練が行われた場はギュムナシオン

であった。紀元前 4世紀末以降，ギリシア諸都市でギュムナシオン建設が活発となり，ヘ

レニズム時代を通し市民生活にとって重要な施設となったことは，各地から出土した膨

大な碑文史料から確認されている。

エジプトにおいてギュムナシオンは，アレクサンドレイアなどのギリシア都市にはプ

トレマイオス王朝以前から設置されていたようであるが，紀元前 3世紀の中頃になると，
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エジプト中部のファイユーム地域などで，創設されるようになった 68）。アレクサンドレ

イア以外の地域で最初にギュムナシオンについて言及された史料は，ファイユーム地方

のフィラデルフィア村の騎兵であるネストスによる，紀元前 242/1 年の嘆願書である 69）。

その中で彼は，デーメアースなる人物がギュムナシオンの監督であった時に支払うべき

運営資金を，後任のアゲシラオスとピリノスに支払うよう求めている。これを受けて，

ハーバーマン，パガニーニらは，この嘆願書の年代を手がかりに，エジプトの村落部に

おけるギュムナシオンの創設時期を紀元前 3世紀の中頃としている 70）。

エジプトの地域社会でギュムナシオンが建設され始めた年代を紀元前 250 年頃とする

と，紀元前 267 年に開催されたバシレイア競技会はギュムナシオンがエジプト各地で設

置されはじめた時期，または設置される前の時期に相当する。つまり，紀元前 3世紀中

頃のエジプトでは，体育競技会に対する関心が高まっていたと考えることができよう。

このような体育競技への関心の高まりは，プトレマイオス王朝の文化政策の影響によ

るものと考えられる。その代表的な事例がプトレマイエイア祭の体育競技会である。プ

トレマイオス 2世は，紀元前 279/8 年のプトレマイオス 1世・ベレニケー 1世の神格化に

際し，オリュンピア競技会を模範とし 4年に 1度開催されるプトレマイエイア祭を開催

した。プトレマイエイア祭においては，諸島民のコイノンが同祭にオリュンピアの競技

会と同等の地位を付与することを承認した決議布告から，体育競技と馬術競技が開催さ

れていたことが確認されている 71）。

全ギリシア的な競技会として認知され，ギリシア各地からの参加者を伴ってアレクサ

ンドレイアで開催されていたプトレマイエイア祭であるが，エジプトの入植者たちも同

祭における体育競技会に参加し，優勝を狙っていたようである。プトレマイオス 2世時

代の宰相アポッローニオスの家宰ゼノーンに関するパピルス文書には，ゼノドーロスな

る人物から彼の兄弟であるディオニュシオスが，「聖なる島」で開催されたプトレマイエ

イア祭の馬術競技会で優勝したことを報告する書簡が含まれている 72）。ディオニュシオ

スが優勝したプトレマイエイア祭は，「聖なる島」で開催されたと記載されているが，ア

レクサンドレイア郊外に同名の地名が確認されること 73），ストラボンがアレクサンドレ

イア郊外にヒッポドローム（競馬場）の存在を伝えていることから 74），プトレマイオス

2世が紀元前 279/8 年に創設したプトレマイエイア祭と同一の競技会であると推測でき

る 75）。

上述のゼノーンは，ディオニュシオス以外にも若い体育競技者を支援していた。彼は

ピュッロスという少年を育成し，彼が「全ギリシア的な」競技会で勝利を得るために練
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習に専念できるよう支援している 76）。また，ゼノーンはパニアースという少年にも同様

の支援を行っている 77）。クラリッスとファンドルペによれば，ゼノーンが支援を行った

体育競技者は，エジプト入植者の子弟であるという 78）。

ゼノーンによる体育競技者の育成は，プトレマイオス王家の全ギリシア的な競技会へ

の関心に関連づけられるかもしれない。初期プトレマイオス朝の君主たちは，オリュン

ピア競技会やピュティア競技会，イストミア競技会などのギリシア本土の競技会に出場

していた。例えば，プトレマイオス 1世は紀元前 314 年のピュティア祭の 2頭立て戦車

競技で優勝した 79）。また彼の息子のラゴスも，アルカディアのリュカイア祭の競技会優

勝者録碑文によると，紀元前 308/7 年の戦車競技で優勝したことが確認できる 80）。2001

年に公刊された，ミラノ大学所蔵のパピルスはペラのポセイディッポスによるエピグラ

ムであるが，このなかにはアルシノエー 2世らプトレマイオス朝の君主たちのイストミ

ア競技会での戦車競走の戦勝を記念した祝勝歌が含まれている 81）。

プトレマイオス朝の君主たちのギリシアの体育競技会への参加は，競技会での優勝を

通しギリシアでの同王朝の政治的プレゼンスのアピールを狙うことが目的であった 82）。

また，レミセンは，プトレマイオス朝がエジプト出身の体育競技者を育成し，オリュン

ピア競技会やイストミア競技会などのギリシアの高名な競技会での優勝を狙うことを意

識していたと指摘する。全ギリシア的な競技会で優勝すると，勝者の出身地の名誉にも

言及されるため，エジプト出身者の栄光はエジプトを支配するプトレマイオス朝の名声

の高揚にも寄与すると考えられるためである 83）。

プトレマイオス王家の全ギリシア的な競技会への関心は，王朝が体育競技をアレクサ

ンドレイアで開催し，その競技会―プトレマイエイア競技会，バシレイア競技会―に全

ギリシア的な名声を得ようと努めたことからも明らかである。プトレマイオス王朝がプ

トレマイエイア競技会とバシレイア競技会に全ギリシア的な名声を付与した結果が，両

競技会の優勝者への免税特権の付与であった。このような王朝の政策は，諸王による体

育競技者の保護へとつながった。例えば，プトレマイオス 2世は，アルゴス出身のポリュ

クレイトスとムネシアダスという二人の体育競技者をたたえ，その彫像を寄進してい

る 84）。また，上述したプトレマイエイアとバシレイア両競技会の優勝者への免税特権は，

体育教師にも認められており，王朝が体育競技者の育成に熱心であったことをうかがわ

せる。前述したゼノーンは宰相アポッローニオスの私的な家宰であったが，同時に王朝

や行政機構の業務を行っていたことが，その文書の研究から指摘されている 85）。つまり，

ゼノーンは王朝の体育競技振興政策の一環として，競技者への支援を行っていたのであ
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る。

バシレイア競技会が開催されたのは，王朝の全ギリシア的競技会や，体育競技への関

心が高まっていた時期でもあった。すでに考察したように，この競技会に参加した青少

年は，ほとんどがエジプトに入植したギリシア系軍事植民者の子弟であり，バシレイア

祭は彼らが王朝への忠誠を誓う機会であった。同時に，彼らにとってバシレイア競技会

で優勝することはギリシアの各地の競技会への足がかりを得て，自身の競技者としての

名声を高めるための第一歩でもあったのである。

お　わ　り　に

紀元前 267 年のバシレイア競技会は，従来指摘されてきたように，エジプト中部のファ

イユーム地方の村落でギリシア人入植者によって，プトレマイオス 2世の誕生日と即位

記念日を祝う祝祭であったと考えるべきである。このことは，優勝者が軍事植民者の子

弟であること，碑文のもともとの建立地がファイユーム地方である可能性が高いという

ことから導き出される。バシレイア祭は，祭典を創設したプトレマイオス朝によって全

ギリシア的祭典という地位を与えられた。以下，紀元前 267 年のバシレイア競技会優勝

者録について，本稿での考察によって新たに提示された点をまとめておきたい。

まず，トラキア人アマドコスが，あくまで個人的な理由で碑文を建立した理由は，地

域の競技会における息子たちの勝利を記録するためであったと理解するべきであろう。

トラキア人は，ヘレニズム時代において各地で兵士として活動していたが，エジプトに

おいても数多く入植したことが確認される。彼らは，他のギリシア系入植者と比べ軍事

植民者として少ない土地しか割り当てられなかった。アマドコスにとって，バシレイア

競技会における息子たちの勝利は一族の栄誉であるとともに，王朝に対して自分たちト

ラキア人入植者の能力を十分に証明しうるものであった。

また，バシレイア競技会の開催種目とそれぞれの種目を考察した結果，この体育競技

会はおもに少年から青年層を対象とした競技会であった。バシレイア競技会の種目のう

ち，松明競争や馬術調練は青少年のために各地のギュムナシオンで行われた訓練である。

特に馬術調練は，王朝祭祀や王の面前における騎兵の閲兵式と結び付けられる。バシレ

イア競技会は，青少年の日ごろの訓練の成果を披露する場や，プトレマイオス王朝への

忠誠を示す場だけではなく，青少年の次のキャリアに結び付く機会としても認識するこ

とができる。一方でプトレマイオス王朝は，ギリシア系入植者の青少年層を祭祀におい
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て重視し，忠誠心を喚起すべく幼少の頃から王朝祭祀の場での教育を振興していた。

バシレイア競技会が行われた，紀元前 3世紀中頃におけるプトレマイオス王朝のエジ

プト支配は，神殿などエジプト人有力層との協調などにより，比較的安定していたと指

摘されている 86）。王朝はギリシア系入植者の競技会や王朝祭祀への参加を通して，彼ら

を統率しようとしたと考えられる。ただし，この時期のエジプトにおける青少年育成は，

ギリシア諸都市のようにギュムナシオンによって行われていたのではなく，プトレマイ

オス王朝の体育競技への関心を受けた有力者によって行われていた。このことは，エジ

プトの地方社会におけるギュムナシオンの設立が，バシレイア競技会以降に確認される

ことから導き出される。紀元前 2世紀以降，エジプトの各地に設立されたギュムナシオ

ンが，プトレマイオス王朝の地域社会支配の拠点となったことは既に指摘されている 87）。

エジプトの各地におけるギュムナシオン創設と，それが地域社会における王朝支配の拠

点となっていく経緯の解明については，今後の課題としたい。
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